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Ⅰ．はじめに
　地球規模で大きな環境の変化が起こり，少子高齢化が
進展し，社会の格差が拡大していくのに伴い，さまざま
な社会保障制度が行き詰まりの様相を呈している。その
中で，いかに健康に生きるかが，改めて人類共通の課題
となってきている。看護は，健康の担い手・守り手とし
て人類とともに歩んできた長い歴史をもつ。このような
激動期こそ，その実践と研究を通して，社会の要請に応
える時ではないだろうか。
　看護の専門性の確立は，F. Nightingale（1820－1910）
に端を発する。彼女は，当時の英国の激しい社会変革の
最中にあって，人類の未来を見通した数々の注目すべき
提言を膨大な著作に書き著し，英国陸軍の衛生状態の改
善から看護の人材育成システムの確立，当時植民地で
あったインドの住民の健康状態の改善まで，幅広い制度
改革の礎を築いた。
　制度変革の必要性が叫ばれている今日，看護が社会か
らの要請に応え，本来の役割を発揮していくためには，
同じく社会変革期において看護の専門性を確立し，制度
改革の礎を築いたF. Nightingaleの業績から示唆を得るこ
とが有用なはずである。
　本講演では，このような問題意識に基づいて筆者らが
これまで取り組んできた研究の成果をもとに，社会制
度に変革を及ぼしたF. Nightingaleの活動をいくつか紹介
し，そこにどのような実践と研究の往還のモデルを見出
すことができるのか，について述べたいと思う。
Ⅱ ．社会制度に変革を及ぼしたF. Nightingaleの
活動とその背景
　F. Nightingaleは，生涯を通じ，看護の専門性の確立と
その深化・発展を願いながら，以下のような社会変革に
かかわる活動を行った。
　①　 看護管理者として経営破綻に瀕したハーレイ街病
院の再建に手腕を発揮（1853－1854）
　②　 看護団を率いてクリミア戦争の戦地スクタリへ赴
任（1854－1856）
　③　英国陸軍の衛生改革（1856－）
　④　 病院統計の標準化と聖トマス病院への支援（1859－
1860）
　⑤　ナイチンゲール看護婦訓練学校の開校（1860）
　⑥　ナイチンゲール助産婦訓練学校の開校（1861）
　⑦　大英帝国支配下のインドの衛生改革（1862－1894）
　⑧　救貧院の看護改革（1862－1867）
　⑨　 ナイチンゲール助産婦訓練学校閉鎖後の出産と死
亡率および産院の実態調査（1867－1869）
　⑩　ナイチンゲール看護婦訓練学校の再建（1872－）
　⑪　地域看護運動（1880－）
　⑫　看護婦登録制度に関する論争（1886－1889）
　このようなF. Nightingaleの活躍の背景となった19世紀
初頭は，英国が世界に先がけて独力で達成した産業革命
の完成期と重なっている。この時代，英国では，資本
家・労働者・土地所有者の三大階級社会が完成したほ
か，公害問題，衛生環境の悪化，犯罪の増大，失業，生
活困窮者の増加等の社会問題が一気に顕在化した。この
ような国内問題を解決するため，英国は，原料・食料・
市場を海外植民地に求め，対外的には，自由主義経済の
時代から帝国主義の時代へと移行した。F. Nightingaleの
晩年である，19世紀末から20世紀初頭は，英国の経済的
衰退の徴候が誰の目にもはっきりと映った時代であっ
た。つまり，F. Nightingaleの生きた時代は，人々の生
活・文化・社会制度が，国内外の経済状況の影響を受け
て大きく変化した時代であったといえる。
Ⅲ ．F. Nightingaleの活動にみる実践と研究の往
還のモデル
　研究は，F. Nightingaleの問題の構造把握の特徴及びそ
の解決に向けた活動の特徴を明らかにし，今日の日本社
会が直面している問題の解決に向けた看護活動への示唆
を得ることを目的として行った。前項に示した12の活動
に関するF. Nightingale自身の著作や評伝を集め，その中
から，彼女が「着目した事象」，「着目した事象に対する
認識およびその背後にある信念」および「実際にとった
行動」を読み取ることのできる記述を取り出し，問題の
構造把握の特徴及びその解決に向けた活動の特徴を導き
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出した。
　以下，①看護管理者として経営破綻に瀕したハーレ
イ街病院の再建に手腕を発揮（1853-1854），⑨ナイチン
ゲール助産婦訓練学校閉鎖後の出産と死亡率および産院
の実態調査（1867-1869）の２つの活動を中心に，実際
の分析プロセスと結果を紹介したい。
　F. Nightingaleは，経営破綻に瀕した慈善病院の再建
から，その実践をスタートさせた。その際拠り処とし
ていたのは，「神は確とした自然の法則を定めておられ
る。……神の法則とは，神のものであると同時に，私た
ち自身のものでもある。すなわちそれは，与えられた生
命の全うを目指していくための，私たち自身の方法で
あり，私たち自身の拠り所なのである。」という信念で
あった。
　このような信念に基づき，看護管理者として，入院患
者のあり様を子細に観察することにより，患者の自立が
入院の長期化とそこで行われている慈善活動によってさ
またげられている，という関係性を見抜き，自立に必要
な仕事への欲求を充たし，身体的健康に目が向くよう
に，という明解な目標を掲げ，病院の機能を明確にして
いった。その機能を果たすために，物品調達のしくみの
改革を行い，人事管理を徹底した結果，患者の健康回復
と病院の再建の両方を成し遂げた。さらに，その実績を
報告書にまとめて評価し，この場では次世代の看護職育
成ができない，という次なる課題を見出し出資者に報告
した。
　その後も，F. Nightingaleは，戦地における兵舎病院の
管理，英国陸軍の改革，病院統計の確立，看護の人材育
成，大英帝国支配下のインドの衛生改革，救貧院の看護
改革，というように，社会の要請に従って活動の対象を
次々と拡大した。
　1862年，F. Nightingaleは，キングズ・カレッジ病院に
産科棟を設置し，看護師訓練学校の分校として，助産師
訓練学校を発足させた。ところが，1867年，丹毒治療を
受けていた産婦が一般内科病棟で分娩したあと，産褥熱
で死亡し，その後産褥熱死亡例が続出し，学校は閉校に
追い込まれる，という事件が発生した。この事態に直面
したF. Nightingaleは，全ての英国女性の安全な出産を保
障する出産施設のための基本原則を引き出すという目標
を掲げ，調査を開始した。この決断の背後には「誰もが
生まれなければならず，また文明国では必ず誰かが出産
に付き添うものであり，その介添人は訓練されているべ
き」という現実認識と，「産婦は健康面で完全に良好な
はずで出産は病気ではない」という健康観が存在した。
調査では，まず産婦の通常死亡率を把握し，家庭と産院
における死亡率の差異を明らかにした。その結果，産院
での出産の方が自宅での出産よりも死亡率が高いことが
明らかになると，産婦の死因別の死亡率を検討しながら
産褥熱の要因を特定し，また家庭と産院という場の違い
がもたらす条件の違いを分析した。さらに現存する産院
のうち，死亡率の高い施設と低い施設の施設条件や管理
の特徴を分析し，これらの調査を経て，最終的に産科施
設と助産婦訓練学校の構造と管理に必要な要件を見いだ
した。正確な産科統計資料が著しく不足している状況の
中，この一連の調査を，データの性質と限界を見極めつ
つ進めた。
　以上より，F. Nightingaleの活動には，『自然の法則性
を前提とし，人間の持てる力を信じる，という一貫した
立場から問題の構造に潜む弁証法性を見抜き，その発展
的な解決を導くための明解な実践論理を導き出し，そ
れを仮説として適用し，認識論を駆使しながら，自ら・
チームで・他職種と協働して変革を進め，その成果を記
述し，目指す状態が本質レベルで実現されたのかを検証
し，次なる発展を導く課題を見出し改善に取り組む』と
いう一貫した態度が貫かれていた。さらに，『活動の結
果，想定外の事態が発生し，人間の安全が脅かされてい
る事実を認めた場合は，一切の活動を中止し，原因の究
明と再発防止策の解明に力を注ぐ』という特徴を認め
た。これが，F. Nightingaleの看護の理念に貫かれた実践
と研究の往還のモデルといえるだろう。
　今日我々の社会の抱える，病院の経営効率の追求と
患者サービスの向上との両立，貧困，格差，地域医療
崩壊，人材育成などの諸問題は，複雑な要素が絡み
合いながら生成発展してきた結果であるといえる。F. 
Nightingaleの看護の理念に貫かれた実践と連携の往還の
モデルは，その人を大切にする，という一貫した立場か
ら，部分の表層的な問題解決に振り回されず，対象の構
造を見抜き，その本質的な解決を目指して，看護が本来
の役割を発揮していく上で，重要な示唆を与えてくれる
のではないだろうか。
　なお，本講演は，筆者が研究代表者として取り組んだ
以下の２つの研究の成果をもとにしている。共同研究者
の方々には，この場を借りて謝意を表したい。
・社会変革期におけるF. Nightingaleの業績の今日的意義
に関する系統的研究，科学研究費補助金・基盤（C），
2009～2011.
・Nightingaleの業績を現代に活かすための‘類比’の方
法論に関する研究，科学研究費補助金・基盤（C），
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